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太陽系小天体の発見観測と位置観測に特化した可視広帯域フィルターの開発と性能
評価
Development of a wide-band optical filter optimized for deep imaging of small solar-
system bodies
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太陽系小天体のように太陽光を反射して光る天体の発見観測、位置測定観測に特化した可視広帯域フィルターを設計、
製作し評価を行った。「Wi」フィルターと名付けた新設計のフィルターは市街光、特に水銀やナトリウムの輝線の影響を
減らす設計となっている。（１）人工光の多くはVバンド帯の波長に集中していること、（２）太陽光スペクトルの「フォ
トン数」のピークは 6350Åにあること、（３）多くの小惑星は可視光の波長範囲において 7000Å前後に反射率のピークが
ある事、を理由に新フィルターのカットオン波長は Schottのガラスフィルター「OG590」を使用することにより 5880Å
に設定した。一方、カットオフ波長はOH夜光の影響、9400Åにある水蒸気の吸収帯を考慮して 9400Åとし、これは干
渉膜により仕様を満たす。
これまで使用していた、市販品の波長カットフィルター（Wフィルター、4900-9100̊A）を使用する場合と比べ、Wiフィ

ルターにより空の明るさは人工光の影響の場合のみならず月明かりの散乱光に対しても 10-20%減らすことが出来た。小
惑星観測時において、Wフィルターと比べてWiフィルターは透過波長範囲を 16%狭くしているにもかかわらずWiフィ
ルターの使用により小惑星の出力フラックス値は 3%増えた。結果、Wiフィルターの使用により小惑星観測時の信号対
雑音比を平均で６％向上させることができた。完全空乏型 CCDのように長波長側で感度の高い CCDを使用する場合に
はさらに大きな改善が見られると思われる。
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